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」（GW3,…S.98,…⑦129
頁）、あるいは、理性的な自然法則は「諸事物の本性





































































































































































































































































































































































（Manuskript,…1824,…1827）,… in:…Vorlesungen, Ausgewählte Nachschriften und Manuskripte,…
─ 78 ─
Bd.5,…Hamburg,…Felix…Meiner…Verlag,…1984.
1… こうした批判はたとえば、45 年の B・バウアーやシュティルナーにみられる。
2… たとえばパウロは、人間を「肉
カ タ ・ マ ル カ
にしたがって生きる者」と「霊
カ タ ・ プ ネ ウ マ
にしたがって生きる者」に分けた。




4… ベールからの仏文での引用は 48 年改版の際に独訳に変えられるが、この「品行 moeurs」とい
う仏語を、フォイエルバッハは…„Moral“…と翻訳している。
5… GW1,…S.142,…Anm.…31,…半田訳 38 頁。『理性論』でフォイエルバッハが「主観性の哲学」に属す
るとみなしている人物は、ヴァイラー、ノヴァーリス、ヤコービ、カント、フィヒテなどである。






































L. Feuerbachs Lehre von Glückseligkeit






Feuerbach…muss…man… sich… in…der…Theologie…unglücklich…und…ungesund… fühlen,…weil…
ihre…christlichen…Vernunft…die…Religion…als…Entzweiung…mit… sich…begründet.…Eigentlich…













2）…Feuerbachs… Umwertung… über… die… Baylesche… und… Kantische… Philosophie… und…
Veränderung…des…Begriffs…„Empfindung“
3）…Feuerbachs…Abkehr…von…der…Hegelschen…Spekulation…und…Zweideutigkeit…des…religiösen…
Gefühls
Stichworte
Liebe,…Empfindung,…Herz,…Gemüt,…Pantheismus,…Vernunft
